
琉球大学学術リポジトリ

頭幅によって推定できる人工幼虫飼料で発育したイ
モゾウムシの幼虫齢期

言語: 

出版者: 沖縄農業研究会

公開日: 2009-01-29

キーワード (Ja): イモゾウムシ, 不妊虫飼育, 頭幅

キーワード (En): 

作成者: 下地, 幸夫, Shimoji, Yukio

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/0002015650URL



頭幅によって推定できる人工幼虫飼料で発育したイモゾウムシの幼虫齢期

下地幸夫＊

(琉球産経株式会社）

YukioShimOji：EstimatingoflarvalstadiaofWeStlndiansweetpotato

weevnm`Sc幼cspost/iMmZ`ｓ（Fairmaire）developedintheartificiallarval

dietbymeasurmglarvalheadwidths．

はじめに

イモゾウムシＥＯ`s”esposｩtzscjZz伽

(Fairmaire）はカリブ海地域や太平洋の島々

を中心にサツマイモル”ocabamtZzs（L､)を加

害する世界的な重要害虫である（杉本，2000)．

我が国で特殊害虫に指定され沖縄県のサツマイ

モ作農業の障壁となっている本種を根絶するた

めに，本県は不妊虫放飼法を検討している．こ

の方法を推進していくためには，効率の良い人

工飼育法を確立しなければならない．しかし，

ShimOjiandKohama（1996b）が開発した人

工幼虫飼料を用いてイモゾウムシを卵から羽化

まで飼育すると，接種卵数の30～40％の幼虫が

羽化に達することなく消失した．その原因を追

求するためには，幼虫の発育齢期を追ってその

生存率を調べなければならないだろう．そこで

本研究は，未だ調査されてなく，そして将来要

求されるであろうこの幼虫齢期の推定法を開発

することを目的とする．

ShermanandTamashiro（1954）は，サツ

マイモで発育したイモゾウムシ幼虫の齢期をそ

の頭幅によって決定した．人工幼虫飼料で発育

するイモゾウムシの幼虫もその頭幅を測定する

ことによって齢期を決定することが可能と考え

られた．

材料と方法

１．供試虫

1989年１０月に沖縄本島の読谷村で採集したサ

ツマイモ塊根から羽化した成虫を基に，沖縄県

ミバエ対策事業所の温度25℃，湿度60-80％，

照明14Ｌ:10,の条件下でサツマイモ塊根にお

いて約30世代累代飼育した虫を使った．

２．人工幼虫飼料で飼育した幼虫の齢期の決定

本実験は，1996年10月に沖縄県ミバエ対策事

業所において行った．

まず，累代飼育虫から約1,000頭の雌を取り，

ShimOjiandKohama（1996a）の飢餓採卵法

で採卵した．採卵器で採卵した約1,000卵を７０

％エタノール溶液で10分間，続けて５％ホルマ

リン溶液で20分間浸漬消毒した．ShimOjiand

KohamaO996b）の人工幼虫飼料５９が入っ

たシャーレ（直径35ｍ，高さ１０mm）を９０個準

備し，１個につき10卵ずつ接種した．卵を接種

したシャーレは，人工幼虫飼料の乾燥を防ぐた

め，本体と蓋の狭間をセロハンテープで目張り

をした後インキュベーター（温度25℃，湿度

､現在，有限会社津田塾・沖縄森の研究所．
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様の分布形態を取っており，それぞれのピーク

が異なった齢期に達していると判断した．ただ

し，頭幅が0.2mm以下のグループを１齢幼虫と

することはできたが，２から５齢期まで各齢期

の中間にある値がどちらの齢期に属するかは判

断できなかったので，この間の齢期は明確に区

分できなかった．また，５齢のピークサイズよ

り大きい個体がある程度存在したことから，一

部６齢の個体がいる可能性を否定できなかった．

70-80％，照明14Ｌ:10,）に保管し，５日ごと

に９シャーレずつ人工幼虫飼料を解体した．解

体は50日間，計10回行った．解体した人工幼虫

飼料から取り出した幼虫は生死を問わず頭を切

り落とし，その頭をスライドグラスに乗せ，頭

幅の最大の部分を双眼顕微鏡のマイクロメーター

で測定した．発見できなかった幼虫は死亡した

と見なした．

結果

人工幼虫飼料で飼育した幼虫の頭幅の頻度分

布を図１に示す．頭幅分布は切れ目なく繋がっ

ているが，明らかに５つのピークが存在した．

これはShermanandTamashiro（1954)と同

考察

昆虫のキチン化した部分の大きさは同じ齢期

の間は変化しないので，キチン質である頭部の

大きさを測定すれば，脱皮ごとに変わる齢期を
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図１．人工幼虫飼料のイモゾウムシ幼虫頭幅頻度分布．ギリシャ数字は幼虫齢期数を示す．



下地：頭幅によって推定できる人工幼虫飼料で発育したイモゾウムシの幼虫齢期 6３

知ることができる．イモゾウムシは幼虫期間を

通して飼料中で生活しているため脱皮（齢）の

数を直接観察することは難しい．Sherman

andTamashiro（1954）は，イモゾウムシの

幼虫の頭幅を測定して大きさの頻度分布図を作っ

た結果，孵化から羽化までの期間内に５つの幼

虫齢期が存在することを明らかにした．今回の

実験で，彼らの結果と同様に人工幼虫飼料で

発育した幼虫でも５つの齢期の存在を確認する

ことができた．しかし，齢期間の境界が明らか

でないため厳格な区分はできなかった．それで

も，この結果を基に人工幼虫飼料で育っている

幼虫の齢期を近似的に推定することが可能となっ

た．

inthedevelopmentalperiod，Theresultof

thisexperimentcanbeusedtoestimate

thelarvalstadiaapproximatelyinthe

artificiallarvaldiet．
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